
(57)【要約】

【課題】　デジタル放送における一部のセグメントを使

用した場合においても、回路構成の複雑化を抑制しつつ

、自動利得制御の電力量を確保できるようにする。

【解決手段】　第１中間周波フィルタ５にて抽出された

第１中間周波信号の所望の帯域の信号を自動利得制御回

路１０に送り、自動利得制御回路１０は、第１中間周波

フィルタ５にて抽出された第１中間周波信号の所望の帯

域の信号に基づいて受信信号の入力レベルを検出し、第

１中間周波フィルタ５にて抽出された第１中間周波信号

の所望の帯域の信号に基づいて高周波増幅器２の利得制

御を行う。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 受 信 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 器 と 、
　 第 １ 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る 第 １ 局 部 発 振 器 と 、
　 前 記 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 を 前 記 第 １ 局 部 発 振 信 号 に 混 合 す る こ と に よ り 、 前 記 受 信 信 号
を 第 １ 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る 第 １ 混 合 器 と 、
　 前 記 第 １ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ と 、
　 第 ２ 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る 第 ２ 局 部 発 振 器 と 、
　 前 記 第 ２ 局 部 発 振 信 号 を 前 記 第 １ 中 間 周 波 信 号 に 混 合 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 中 間 周
波 信 号 を 第 ２ 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る 第 ２ 混 合 器 と 、
　 前 記 第 ２ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ と 、
　 前 記 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ に て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 信 号 に 基 づ い て 前 記 増 幅 器 の 利 得
を 制 御 す る 自 動 利 得 制 御 回 路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ は デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 し
、 前 記 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ は 前 記 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 受 信 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 器 と 、
　 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る 局 部 発 振 器 と 、
　 前 記 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 を 前 記 局 部 発 振 信 号 に 混 合 す る こ と に よ り 、 前 記 受 信 信 号 を 中
間 周 波 信 号 に 変 換 す る 混 合 器 と 、
　 前 記 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 中 間 周 波 フ ィ ル タ と 、
　 前 記 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う と と も に 、 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ よ り も 広 い
通 過 特 性 を 持 つ バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と 、
　 前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ に て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 信 号 に 基 づ い て 前 記 増 幅 器 の 利 得 を
制 御 す る 自 動 利 得 制 御 回 路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ は デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 し 、
前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ は 前 記 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ は Ｌ Ｃ フ ィ ル タ 、 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ は Ｓ Ａ Ｗ フ ィ ル タ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 １ チ ャ ン ネ ル 分 の 帯 域 が 複 数 の セ グ メ ン ト に 分 割 さ れ た デ ジ タ ル 放 送 の 受 信 時 の 自 動 利
得 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 デ ジ タ ル 放 送 の 受 信 信 号 と し て 用 い ら れ る セ グ メ ン ト の 数 よ り も 自 動 利 得 制 御 に 用
い ら れ る セ グ メ ン ト の 数 が 多 い こ と を 特 徴 と す る 自 動 利 得 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 受 信 装 置 お よ び 自 動 利 得 制 御 方 法 に 関 し 、 特 に 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 を 受 信 す る
放 送 受 信 機 に 適 用 し て 好 適 な も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 地 上 デ ジ タ ル 放 送 で は 、 多 様 な サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う に す る た め に 、 ５ ． ６ Ｍ Ｈ ｚ
の １ チ ャ ネ ル 分 の 帯 域 を １ ３ 個 の セ グ メ ン ト （ 約 ４ ２ ９ ｋ Ｈ ｚ 幅 ） に 分 割 し 、 １ ２ 個 の セ
グ メ ン ト を 用 い て ハ イ ビ ジ ョ ン 放 送 を 行 っ た り 、 １ ～ ３ 個 の セ グ メ ン ト を 用 い て 携 帯 受 信
向 け 放 送 を 行 っ た り で き る よ う に 規 定 さ れ て い る 。
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　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 ア ナ ロ グ 放 送 を 同 時 に 受 信 で き る よ う に 構 成 さ れ た デ ジ タ ル 放
送 受 信 機 に お い て 、 デ ジ タ ル 放 送 を 受 信 す る 際 に 、 デ ジ タ ル 放 送 の 信 号 レ ベ ル を 直 接 計 測
せ ず に 、 同 時 に 受 信 し た ア ナ ロ グ 放 送 の 信 号 レ ベ ル を 自 動 利 得 制 御 （ Ａ Ｇ Ｃ ： Ａ ｕ ｔ ｏ 　
Ｇ ａ ｉ ｎ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ） の 信 号 源 と し て 用 い る こ と に よ り 、 自 動 利 得 制 御 に 必 要 な 振
幅 レ ベ ル を 確 保 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ０ ６ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に お い て 、 １ ３ 個 の セ グ メ ン ト う ち の 中 央 の １ セ グ メ
ン ト 分 を 使 用 し た 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス が 開 始 さ れ る と 、 単 純 に 1セ グ メ ン ト 受 信 の み
に 対 応 し た 受 信 機 の 場 合 に は 、 自 動 利 得 制 御 の 信 号 源 と し て １ セ グ メ ン ト 分 の 電 力 量 し か
確 保 で き な く な り 、 自 動 利 得 制 御 に 必 要 な 、 充 分 な 電 力 量 が 得 ら れ な い と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 方 法 で は 、 デ ジ タ ル 放 送 を 受 信 す る 際 に ア ナ ロ グ 放 送 を
同 時 に 受 信 す る 必 要 が あ り 、 デ ジ タ ル 放 送 受 信 機 の 回 路 構 成 が 複 雑 化 す る と と も に 、 ア ナ
ロ グ 放 送 が 行 わ れ な く な る と 、 動 作 不 能 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る 一 部 の セ グ メ ン ト を 使 用 し た 場 合 に お
い て も 、 回 路 構 成 の 複 雑 化 を 抑 制 し つ つ 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 な
受 信 装 置 お よ び 自 動 利 得 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 受 信 装 置 に よ れ ば 、 受 信 信 号 を
増 幅 す る 増 幅 器 と 、 第 １ 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る 第 １ 局 部 発 振 器 と 、 前 記 増 幅 さ れ た 受 信
信 号 を 前 記 第 １ 局 部 発 振 信 号 に 混 合 す る こ と に よ り 、 前 記 受 信 信 号 を 第 １ 中 間 周 波 信 号 に
変 換 す る 第 １ 混 合 器 と 、 前 記 第 １ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 第 １ 中 間 周 波 フ ィ
ル タ と 、 第 ２ 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る 第 ２ 局 部 発 振 器 と 、 前 記 第 ２ 局 部 発 振 信 号 を 前 記 第
１ 中 間 周 波 信 号 に 混 合 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 中 間 周 波 信 号 を 第 ２ 中 間 周 波 信 号 に 変 換
す る 第 ２ 混 合 器 と 、 前 記 第 ２ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ
と 、 前 記 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ に て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 信 号 に 基 づ い て 前 記 増 幅 器 の 利
得 を 制 御 す る 自 動 利 得 制 御 回 路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ に て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 信 号 を 自 動 利 得 制 御 回 路
に 供 給 す る こ と で 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場 合 に お い て
も 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る ２ ～ １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 自 動 利 得 制 御 の 信 号 源 と し て 用
い る こ と が で き る 。 こ の た め 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場
合 に お い て も 、 回 路 構 成 の 複 雑 化 を 抑 制 し つ つ 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る こ と が
可 能 と な り 、 デ ジ タ ル 放 送 受 信 機 の 簡 素 化 、 高 性 能 化 、 小 型 化 お よ び コ ス ト ダ ウ ン を 図 り
つ つ 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に て 提 供 さ れ る 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス を 受 け る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 受 信 装 置 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ は デ ジ タ ル
放 送 に お け る １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 し 、 前 記 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ は 前 記 デ ジ
タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 を 調 整 す る こ と で 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １
セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場 合 に お い て も 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ ３ セ グ メ ン ト 分
の 信 号 を 自 動 利 得 制 御 の 信 号 源 と し て 用 い る こ と が で き 、 回 路 構 成 を 複 雑 す る こ と な く 、
自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 受 信 装 置 に よ れ ば 、 受 信 信 号 を 増 幅 す る 増 幅 器 と 、 局 部 発
振 信 号 を 生 成 す る 局 部 発 振 器 と 、 前 記 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 を 前 記 局 部 発 振 信 号 に 混 合 す る
こ と に よ り 、 前 記 受 信 信 号 を 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る 混 合 器 と 、 前 記 中 間 周 波 信 号 の フ ィ
ル タ リ ン グ を 行 う 中 間 周 波 フ ィ ル タ と 、 前 記 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う と と も
に 、 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ よ り も 広 い 通 過 特 性 を 持 つ バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と 、 前 記 バ ン ド
パ ス フ ィ ル タ に て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 信 号 に 基 づ い て 前 記 増 幅 器 の 利 得 を 制 御 す る 自 動
利 得 制 御 回 路 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 中 間 周 波 信 号 を 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ よ り も 広 い 通 過 特 性 を 持 つ バ ン ド パ
ス フ ィ ル タ に て フ ィ ル タ リ ン グ し て か ら 自 動 利 得 制 御 回 路 に 供 給 す る こ と で 、 デ ジ タ ル 放
送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場 合 に お い て も 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る ２ ～
１ ３ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 自 動 利 得 制 御 の 信 号 源 と し て 用 い る こ と が で き る 。 こ の た め 、
デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場 合 に お い て も 、 回 路 構 成 を 複 雑
す る こ と な く 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な り 、 デ ジ タ ル 放 送 受 信 機
の 簡 素 化 、 高 性 能 化 、 小 型 化 お よ び コ ス ト ダ ウ ン を 図 り つ つ 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に て 提 供
さ れ る 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス を 受 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 受 信 装 置 に よ れ ば 、 前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ は デ ジ タ ル 放
送 に お け る １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 し 、 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ は 前 記 デ ジ タ ル 放
送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場 合 に お い て も 、
混 合 器 の 後 段 に バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 付 加 す る こ と で 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ ３ セ グ メ
ン ト 分 の 信 号 を 自 動 利 得 制 御 の 信 号 源 と し て 用 い る こ と が で き 、 回 路 構 成 を 複 雑 す る こ と
な く 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 受 信 装 置 に よ れ ば 、 前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ は Ｌ Ｃ フ ィ ル
タ 、 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ は Ｓ Ａ Ｗ フ ィ ル タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と し て Ｓ Ａ Ｗ フ ィ ル タ を 用 い る 必 要 が な く な り 、 自 動
利 得 制 御 の 精 度 の 劣 化 を 抑 制 し つ つ 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る
と と も に 、 デ ジ タ ル 放 送 受 信 機 の コ ス ト ア ッ プ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 自 動 利 得 制 御 方 法 に よ れ ば 、 １ チ ャ ン ネ ル 分 の 帯 域 が 複 数
の セ グ メ ン ト に 分 割 さ れ た デ ジ タ ル 放 送 の 受 信 時 の 自 動 利 得 制 御 方 法 に お い て 、 前 記 デ ジ
タ ル 放 送 の 受 信 信 号 と し て 用 い ら れ る セ グ メ ン ト の 数 よ り も 自 動 利 得 制 御 に 用 い ら れ る セ
グ メ ン ト の 数 が 多 い こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場 合 に お い て も 、
デ ジ タ ル 放 送 に お け る ２ ～ １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 自 動 利 得 制 御 の 信 号 源 と し て 用 い る
こ と が で き 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 受 信 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 受 信 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な
お 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 は ダ ブ ル ス ー パ ー 方 式 を 例 に と っ た も の で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 受 信 装 置 に は 、 空 間 に 放 射 さ れ た 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ １ 、 ア ン テ ナ
１ か ら 出 力 さ れ た 高 周 波 信 号 を 増 幅 す る 高 周 波 増 幅 器 ２ 、 第 １ 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る 第
１ 局 部 発 振 器 ３ 、 第 １ 局 部 発 振 器 ３ に て 生 成 さ れ た 第 １ 局 部 発 振 信 号 を 受 信 信 号 に 混 合 す
る こ と に よ り 、 受 信 信 号 を 第 １ 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る 第 １ 混 合 器 ４ 、 第 １ 混 合 器 ４ か ら
出 力 さ れ た 第 １ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う こ と に よ り 、 第 １ 中 間 周 波 信 号 の 所
望 の 帯 域 を 抽 出 す る 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ 、 第 ２ 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る 第 ２ 局 部 発 振
器 ６ 、 第 ２ 局 部 発 振 器 ６ に て 生 成 さ れ た 第 ２ 局 部 発 振 信 号 を 第 １ 中 間 周 波 信 号 に 混 合 す る
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こ と に よ り 、 第 １ 中 間 周 波 信 号 を 第 ２ 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る 第 ２ 混 合 器 ７ 、 第 ２ 混 合 器
７ か ら 出 力 さ れ た 第 ２ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う こ と に よ り 、 第 ２ 中 間 周 波 信
号 の 所 望 の 帯 域 を 抽 出 す る 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ８ 、 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ８ に て フ ィ ル
タ リ ン グ さ れ た 第 ２ 中 間 周 波 信 号 の 復 調 処 理 を 行 う 復 調 部 ９ お よ び 高 周 波 増 幅 器 ２ の 利 得
制 御 を 行 う 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ は 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ に て 抽 出 さ れ た 第 １ 中 間 周
波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 、 受 信 信 号 の 入 力 レ ベ ル を 検 出 し 、 高 周 波 増 幅 器 ２
の 利 得 制 御 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ８ に て 抽 出 さ れ る 信 号 の 帯
域 は 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ に て 抽 出 さ れ る 信 号 の 帯 域 よ り も 広 く 設 定 す る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に て 提 供 さ れ る 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス を 受 け る 場 合 、 第
１ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ は １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き
、 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ８ は １ ３ セ グ メ ン ト の う ち の 中 央 の １ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を
有 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 の １ チ ャ ネ ル 分 の セ グ メ ン ト 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ２ に お い て 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 で は 、 ５ ． ６ Ｍ Ｈ ｚ の １ チ ャ ネ ル 分 の 帯 域 Ｒ １ が １ ３
個 の セ グ メ ン ト に 分 割 さ れ て い る 。 そ し て 、 中 央 の １ セ グ メ ン ト 分 の 帯 域 Ｒ ４ を 除 く １ ２
個 の セ グ メ ン ト 分 の 帯 域 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ を 用 い て ハ イ ビ ジ ョ ン 放 送 を 行 っ た り 、 中 央 の １ セ グ
メ ン ト 分 の 帯 域 Ｒ ４ を 用 い て 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス を 行 っ た り で き る よ う に 規 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 図 １ に お い て 、 ア ン テ ナ １ に て 受 信 さ れ た 受 信 信 号 は 高 周 波 増 幅 器 ２ に て 増 幅
さ れ た 後 、 第 １ 混 合 器 ４ に 送 ら れ る と と も に 、 第 １ 混 合 器 ４ に は 、 第 １ 局 部 発 振 器 ３ に て
生 成 さ れ た 第 １ 局 部 発 振 信 号 が 出 力 さ れ る 。 そ し て 、 受 信 信 号 が 第 １ 混 合 器 ４ に 送 ら れ る
と 、 第 １ 混 合 器 ４ に て 第 １ 局 部 発 振 信 号 と 混 合 さ れ 、 受 信 信 号 が 第 １ 中 間 周 波 信 号 に 変 換
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 第 １ 混 合 器 ４ に て 生 成 さ れ た 第 １ 中 間 周 波 信 号 は 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ に
送 ら れ る 。 そ し て 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ４ に て 第 １ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ が 行
わ れ 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ４ に て 抽 出 さ れ た 第 １ 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 が 第
２ 混 合 器 ５ に 送 ら れ る と と も に 、 第 ２ 混 合 器 ５ に は 、 第 ２ 局 部 発 振 器 ６ に て 生 成 さ れ た 第
２ 局 部 発 振 信 号 が 出 力 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ４ に て 抽 出 さ れ た 第 １ 中 間 周
波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 は 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ に も 送 ら れ る 。 そ し て 、 自 動 利 得 制 御
回 路 １ ０ は 、 第 １ 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 が 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ か ら 送 ら れ
る と 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ に て 抽 出 さ れ た 第 １ 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 に 基
づ い て 高 周 波 増 幅 器 ２ の 利 得 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ に て 抽 出 さ れ た 第 １ 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 が
第 ２ 混 合 器 ７ に 送 ら れ る と 、 第 ２ 混 合 器 ７ に て 第 ２ 局 部 発 振 信 号 と 混 合 さ れ 、 第 １ 中 間 周
波 信 号 が 第 ２ 中 間 周 波 信 号 に 変 換 さ れ る 。
　 そ し て 、 第 ２ 混 合 器 ７ に て 生 成 さ れ た 第 ２ 中 間 周 波 信 号 は 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ８ に 送
ら れ る 。 そ し て 、 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ８ に て 第 ２ 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ が 行 わ
れ 、 第 ２ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ８ に て 抽 出 さ れ た 第 ２ 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 が 復 調
部 ９ に 送 ら れ 、 復 調 部 ９ に て 復 調 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ ５ に て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 信 号 を 自 動 利 得 制 御 回
路 １ ０ に 供 給 す る こ と で 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信 す る 場 合 に
お い て も 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る ２ ～ １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 自 動 利 得 制 御 の 信 号 源 と
し て 用 い る こ と が で き る 。 こ の た め 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信
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す る 場 合 に お い て も 、 回 路 構 成 の 複 雑 化 を 抑 制 し つ つ 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を 確 保 す る
こ と が 可 能 と な り 、 デ ジ タ ル 放 送 受 信 機 の 簡 素 化 、 小 型 化 お よ び コ ス ト ダ ウ ン を 図 り つ つ
、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に て 提 供 さ れ る 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス を 受 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 受 信 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な
お 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 は シ ン グ ル ス ー パ ー 方 式 を 例 に と っ た も の で あ る 。
　 図 ３ に お い て 、 受 信 装 置 に は 、 空 間 に 放 射 さ れ た 電 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ ２ １ 、 ア ン テ
ナ ２ １ か ら 出 力 さ れ た 高 周 波 信 号 を 増 幅 す る 高 周 波 増 幅 器 ２ ２ 、 局 部 発 振 信 号 を 生 成 す る
局 部 発 振 器 ２ ３ 、 局 部 発 振 器 ２ ３ に て 生 成 さ れ た 局 部 発 振 信 号 を 受 信 信 号 に 混 合 す る こ と
に よ り 、 受 信 信 号 を 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る 混 合 器 ２ ４ 、 混 合 器 ２ ４ か ら 出 力 さ れ た 中 間
周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う こ と に よ り 、 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 を 抽 出 す る 中 間
周 波 フ ィ ル タ ２ ５ 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ に て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 中 間 周 波 信 号 の 復 調
処 理 を 行 う 復 調 部 ２ ６ 、 混 合 器 ２ ４ か ら 出 力 さ れ た 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ を 行 う
こ と に よ り 、 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 を 抽 出 す る バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ お よ び 高 周 波
増 幅 器 ２ ２ の 利 得 制 御 を 行 う 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ８ は 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に て 抽 出 さ れ た 中 間 周 波 信
号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 、 受 信 信 号 の 入 力 レ ベ ル を 検 出 し 、 高 周 波 増 幅 器 ２ ２ の
利 得 制 御 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に て 抽 出 さ れ る 信 号 の 帯 域
は 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ に て 抽 出 さ れ る 信 号 の 帯 域 よ り も 広 く 設 定 す る こ と が で き る 。
例 え ば 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に て 提 供 さ れ る 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス を 受 け る 場 合 、 バ ン ド
パ ス フ ィ ル タ ２ ７ は １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き 、 中
間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ は １ ３ セ グ メ ン ト の う ち の 中 央 の １ セ グ メ ン ト 分 の 通 過 帯 域 を 有 す る
よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ と し て は 、 例 え ば 、 Ｓ Ａ Ｗ フ
ィ ル タ 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ と し て は 、 例 え ば 、 Ｌ Ｃ フ ィ ル タ を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 ア ン テ ナ ２ １ に て 受 信 さ れ た 受 信 信 号 は 高 周 波 増 幅 器 ２ ２ に て 増 幅 さ れ た 後 、
混 合 器 ２ ４ に 送 ら れ る と と も に 、 混 合 器 ２ ４ に は 、 局 部 発 振 器 ２ ３ に て 生 成 さ れ た 局 部 発
振 信 号 が 出 力 さ れ る 。 そ し て 、 受 信 信 号 が 混 合 器 ２ ４ に 送 ら れ る と 、 混 合 器 ２ ４ に て 局 部
発 振 信 号 と 混 合 さ れ 、 受 信 信 号 が 中 間 周 波 信 号 に 変 換 さ れ る 。 そ し て 、 混 合 器 ２ ４ に て 生
成 さ れ た 中 間 周 波 信 号 は 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ に 送 ら れ る 。 そ し て 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ
２ ４ に て 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ が 行 わ れ 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ４ に て 抽 出 さ れ た
中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 が 復 調 部 ２ ６ に 送 ら れ 、 復 調 部 ２ ６ に て 復 調 処 理 が 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 混 合 器 ２ ４ に て 生 成 さ れ た 中 間 周 波 信 号 は バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に も 送 ら れ る
。 そ し て 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に て 中 間 周 波 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ が 行 わ れ 、 バ ン ド
パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に て 抽 出 さ れ た 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 が 自 動 利 得 制 御 回 路 ２
８ に 送 ら れ る 。 そ し て 、 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ８ は 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に て 抽 出 さ れ
た 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 帯 域 の 信 号 に 基 づ い て 高 周 波 増 幅 器 ２ ２ の 利 得 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 中 間 周 波 信 号 を バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に て フ ィ ル タ リ ン グ し て か ら 自 動
利 得 制 御 回 路 ２ ８ に 供 給 す る こ と で 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 受 信
す る 場 合 に お い て も 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る ２ ～ １ ３ セ グ メ ン ト 分 の 信 号 を 自 動 利 得 制 御
の 信 号 源 と し て 用 い る こ と が で き る 。 こ の た め 、 デ ジ タ ル 放 送 に お け る １ セ グ メ ン ト 分 の
信 号 を 受 信 す る 場 合 に お い て も 、 回 路 構 成 を 複 雑 す る こ と な く 、 自 動 利 得 制 御 の 電 力 量 を
確 保 す る こ と が 可 能 と な り 、 デ ジ タ ル 放 送 受 信 機 の 簡 素 化 、 高 性 能 化 、 小 型 化 お よ び コ ス
ト ダ ウ ン を 図 り つ つ 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に て 提 供 さ れ る 携 帯 受 信 機 向 け サ ー ビ ス を 受 け る
こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ の 通 過 帯 域 の 設 定 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ４ に お い て 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ の 通 過 特 性 Ｆ １ は 、 地 上 デ ジ タ ル 放 送 に お け る
１ ３ セ グ メ ン ト 分 の 帯 域 Ｒ １ １ を 受 け 持 つ こ と が で き る よ う に 設 定 し 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ
２ ５ の 通 過 特 性 Ｆ ２ は 、 中 央 の １ セ グ メ ン ト 分 の 帯 域 Ｒ １ ４ を 受 け 持 つ こ と が で き る よ う
に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ に て 抽 出 さ れ る 信 号 は 、 映 像
や 音 声 な ど の 情 報 を 再 生 す る た め に 用 い ら れ る の で は な く 、 入 力 信 号 の レ ベ ル を 単 に 検 出
で き れ ば よ い の で 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ の 遮 断 特 性 は な だ ら か で あ っ て も よ い 。 す な
わ ち 、 受 信 チ ャ ネ ル の 帯 域 Ｒ １ １ の 肩 の 部 分 が 多 少 落 ち て も よ い し 、 隣 接 チ ャ ネ ル の 帯 域
Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ３ が 多 少 混 入 し て も よ い 。 こ の た め 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ と し て Ｌ Ｃ フ
ィ ル タ を 用 い た 場 合 に お い て も 、 動 利 得 制 御 の 精 度 の 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き 、 デ ジ タ
ル 放 送 受 信 機 の コ ス ト ア ッ プ を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｓ Ａ Ｗ フ ィ ル タ の 挿 入 損 失
が １ ５ ～ ２ ０ ｄ Ｂ 程 度 で あ る の に 対 し て 、 Ｌ Ｃ フ ィ ル タ の 挿 入 損 失 は １ ～ ２ ｄ Ｂ 程 度 で あ
り 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ と し て Ｌ Ｃ フ ィ ル タ を 用 い る こ と に よ り 挿 入 損 失 を 低 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ と し て Ｓ Ａ Ｗ フ ィ ル タ を 用 い る こ と に よ り 、 急 峻 な 遮 断 特
性 を 得 る こ と が で き 、 不 要 な 帯 域 の 信 号 が 復 調 信 号 に 混 入 す る こ と を 防 止 し て 、 復 調 信 号
の 品 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 受 信 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 地 上 デ ジ タ ル 放 送 の １ チ ャ ネ ル 分 の セ グ メ ン ト 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 受 信 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ７ の 通 過 帯 域 の 設 定 方 法 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 、 ２ １ 　 ア ン テ ナ 、 ２ 、 ２ ２ 　 高 周 波 増 幅 器 、 ３ 　 第 １ 局 部 発 振 器 、 ４ 　 第 １ 混 合 器
、 ５ 　 第 １ 中 間 周 波 フ ィ ル タ 、 ６ 　 第 ２ 局 部 発 振 器 、 ７ 　 第 ２ 混 合 器 、 ８ 　 第 ２ 中 間 周 波
フ ィ ル タ 、 ９ 、 ２ ６ 　 復 調 部 、 １ ０ 、 ２ ８ 　 自 動 利 得 制 御 回 路 、 ２ ３ 　 局 部 発 振 器 、 ２ ４
　 混 合 器 、 ２ ５ 　 中 間 周 波 フ ィ ル タ 、 ２ ７ 　 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2007-6174 A 2007.1.11


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

